後期高齢者医療高額医療・高額介護合算療養費制度勧奨通知案内用広報案
○高額医療・高額介護合算療養費制度とは？
世帯内の医療保険加入者全員が、1年間に支払った医療保険と介護保険の自己負担額を合計し、限度額を超えた金額を支給する制度です。

· 同一世帯内であっても、計算は対象年度の末日（７月３１日）に加入している保険（国民健康保険、後期高齢者医療保険、職場の健康保険など）を分けて別々に計算します。
	所得区分
	後期高齢者医療制度分と

介護保険分の合算額

	
	12カ月
	16カ月

	現役並み所得者
	67万円
	89万円

	一　　　般
	56万円
	75万円

	低所得者Ⅱ
	31万円
	41万円

	低所得者Ⅰ
	19万円
	25万円


· 平成２１年度に関しては、平成２０年８月から平成２１年７月までの１２カ月分と平成２０年４月から平成２１年７月までの１６カ月分を比較して、支給金額が高い方を適用する経過措置が設けられています。

○勧奨通知の発送について
計算対象年度末日（平成２１年７月３１日）に沖縄県後期高齢者医療保険に加入している被保険者を対象に、期間内で限度額を超えた支給対象者に対して、３月上旬に勧奨通知を送付いたしますので、通知の届いた方は下記の市町村後期高齢者医療担当窓口で申請の手続きを行ってください。

注：但し、次に該当する方は通知ができない場合があるため、ご不明な点は下記の連絡先にお問い合わせください。
■平成２０年４月から平成２１年７月末までの間に
①加入している介護保険に移動があった方
②他の医療保険から沖縄県後期高齢者医療保険に移られた方
· 上記の方については以前に加入していた医療保険者及び介護保険者から自己負担額証明書を受け取ったうえで、申請の手続きを行ってください。
	【問い合わせ先】
○○○（市・町・村）　○○○課　　TEL：○○○-○○○○
沖縄県後期高齢者医療広域連合　　　TEL： 963-8013



· あくまで、広域連合案ですので、市町村の広報誌紙面の状況に応じ、抜粋して掲載したり、国保と共同で掲載したり、適宜判断してご利用ください。
